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　７月下旬から8月末にかけて北広島町内で行われた『北広
島町農山村体験推進事業』で、今年度初めて民宿以外の一般
家庭で子どもたちの受け入れが行われました。
　８月29日には大朝地域（筏津）大歳神社で神楽が上演され
ました。初めて神楽を鑑賞した子どもたちも多く、目の前で
繰り広げられる熱演に目を輝かせて見入っていました。神楽
鑑賞後は、豪華な衣装や八岐大蛇とともに記念撮影。子ども
たちは、伝統芸能を身近に感じ、心に残る時間を過ごしてい
ました。（２、３ページに関連記事）



■
人
・
自
然
・
体
験
…
感
動
!!

　
平
成
20
年
度
か
ら
北
広
島
町
が
推
進

し
て
き
た「
子
ど
も
農
山
村
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」は
、
今
年
度
か
ら「
北
広

島
町
農
山
村
体
験
推
進
事
業
」と
し
て

体
験
場
所
を
町
内
全
域
に
広
げ
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
は
、
芸
北
地
域
の
民
宿

で
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

民
泊
が
可
能
と
な
り
、
活
動
範
囲
を
広

げ
て
、
町
内
各
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
、
全
地
域
で
の
受
け
入
れ
を

行
い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

★
今
年
度
の
受
け
入
れ
実
績

　
台
湾
の
高
校
生　
32
名（
５
月
）

　
広
島
県
内
小
学
校
12
校 

４
４
９
名

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
月
～
８
月
）

北
広
島
町
農
山
村
体
験
推
進
事
業

■
農
山
村
体
験
推
進
事
業
の
紹
介

8/27　竹細工・そうめん流しの前に受入家庭や南方小学校の児童と交流〔福山市立大津野小学校〕

8/29　神楽鑑賞時、狐の登場に驚く児童
〔福山市立伊勢丘小学校〕

　
こ
の
事
業
は
、
北
広
島
町
の
豊
か
な

自
然
や
環
境
を
生
か
し
、
交
流
の
拡
大

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
県
内

外
及
び
海
外
の
学
生
を
対
象
と
し
た

田
舎
の
生
活
体
験
を
推
進
す
る
事
業

で
す
。

　
生
活
に
直
接
関
わ
る
農
林
業
体
験
や

伝
統
芸
能
の
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
は
成
長

し
、
受
入
家
庭
や
地
域
は
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
元
気
や
力
を
も
ら
え
ま
す
。

　
今
後
は
、
新
た
に
県
外
の
中
学
生
・

高
校
生
の
修
学
旅
行
を
誘
致
し
て
い
く

予
定
で
す
。

7/24　今夏初の訪問校が庁舎太陽光発電
見学〔呉市立倉橋連合小学校〕
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☆活動の様子（参考）
8/24（金）～8/27（月）
◆福山市立大津野小学校　　
◆清流体験、リンゴ作業体験、
　龍頭山登山、キャンプファイヤー、
　そうめん流しなど
◆芸北文化ランドで集団泊（１泊）
◆豊平・千代田地域で民泊（２泊）

そうめん流し

林業体験

（出発式）民泊家庭と子どもたちは絆が深まり、泣き出す子も。

リンゴ作業体験

（出発式）また会いましょう！

■
受
入
家
庭
の
募
集
に
つ
い
て

　
昨
年
の
秋
か
ら
、
民
泊
受
入
家
庭
の

募
集
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
町
内
で

75
軒
が
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
受
入
家
庭
の
募
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

北
広
島
町
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会

（
北
広
島
町
役
場
企
画
課
内
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
企
画
課

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６

Ｆ
Ａ
Ｘ   

０
８
２
６
‐
７
２
‐
５
２
４
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

kitahiro.jp/taiken-pro
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10 月 1 日から、パスポートの新しい早期発給制度が始まります。

　○現在、パスポート申請の窓口は、北広島町役場町民課で、申請から８日目で交付しています。
●朗報です！
　○10月1日から、パスポートが早期に必要となった次のような場合に限り、早期にパスポートを
　発給する新たな早期発給制度が始まります。ただし、申請・交付窓口は広島県庁となります。
　・海外出張が急に決まったけれど、パスポートを持っていない。
　・旅行直前にパスポートの紛失や有効期間がないことに気付いた。
　など旅行目的を問わず、通常の市町の申請交付では出発に間に合わないためお困りの場合に限定
　します。
●ご注意ください！！
　○早期発給での交付は、申請から３日目です。（土日・祝日等は日数に含みません）手数料額は、
　短期間で確実に交付するための審査に必要な経費をご負担いただくため、通常の手数料に
   ４，０００円（広島県収入証紙）加算したものを納付していただきます。
　○詳しい内容は県国際課旅券グループまでお問い合わせください。

●制度開始日／平成24年10月１日（月）申請受付分から
●対象／早期にパスポートが必要な場合　（北広島町での手続きでは出発に間に合わない場合）
●交付日／申請日を含め３日目から（土日・祝日等は日数に含みません）
●申請窓口／広島県国際課旅券グループ（広島市中区基町９番42号　広島県庁東館１階）
●受付時間／月曜日～金曜日（祝日・年末年始は除く。）
　　　　　　【申請】午前９時30分～午後４時
　　　　　　【交付】午前８時30分～午後５時15分
●手数料／10年　20,000円　　５年　15,000円　　子供（12歳未満）10,000円
●注意事項／申請・受取りとも本人（代理申請・代理受取りはできません）
　　　　　　必要な書類などは広島県国際課旅券グループに電話で確認してください。
問広島県国際課旅券グループ　☎０８２－５１３－５６０３

★障害のある人の相談会のお知らせ　
障害者手帳をお持ちの方、障害者手帳の取得を考えておられる方などを対象に、相談会を行います。
◎手帳があるとどんなサービスが利用できる？
◎車イスを買うにはどうしたらいいですか？
◎仕事がなかなかできない。何か方法はないですか？
◎障害福祉サービスを受けたいが手続はどうしたらいい？　など
相談は、地域の身体障害者相談員・知的障害者相談員・障害者専門相談員が相談内容を聞き、専
門家や専門機関などを紹介します。
相談は、無料です。お気軽にご相談下さい。
★相談日・会場（時間は、いずれも午前９時 30 分～ 12 時）

相談日 会　場 住所（北広島町） 電話（IP☎050-5812-＊）
10月22日（月） 　役場本庁 　有田１２３４ 0826-72-2111（＊2111）
10月23日（火） 　豊平保健福祉総合センターそよかぜ 　阿坂４７０５ 0826-84-1501（＊1501）
10月25日（木） 　芸北文化ホール 　川小田75－54 0826-35-0070（＊2070）
10月26日（金） 　大朝保健センター 　大朝2493 0826-82-2211（＊2211）

相談は、相談者の住所に関係なくどの会場でも利用できます。ご都合のよい日時の会場へお越しください。
問福祉課福祉係　IP ☎０５０－５８１２－１８５１
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　皆さんは人生の最後（最期）について考えられたことがあるでしょうか？
　最近の日本では、病院などの医療機関で亡くなる方が８割、自宅で最期を迎えられるのは1割程
度です。多くの国民が「自宅の畳の上で死にたい」と望んでいるにもかかわらず、なぜこのような
現状なのでしょうか？
　たとえ、がんなどの深刻な病気で、それが進行しても、その方らしく住み慣れた自宅で家族とと
もに過ごすことを実現するのが在宅緩和ケアです。
　現在、山県郡でも医療機関、介護福祉サービス、行政が協力してこの課題に取り組んでいます。
今年度は、宗教家を講師としてお招きし、仏教的思想を背景とした人生の最期について学習します。
医療、介護職のみならず、一般の方にも興味を持って頂ける講演です。
　

〜最期を迎えるとき、最期を迎える方と過ごすとき 知っておきたい仏の教え〜
◆講師　浄土真宗本願寺派　多聞山　西福寺 住職　根来暁さん
◆日時   10月20日（土）　午後２時～３時
◆場所　千代田中央公民館　２階　大会議室

主催　芸北地域保健対策協議会・同在宅緩和ケア推進ワーキンググループ会議
協賛　山県郡医師会
　
　参加費は無料でどなたも聴講できます。これを機会にご自分、ご家族の人生について一緒に考え
てみませんか？
　多数のご参加を心からお待ちしています。
　
問保健課地域介護係　IP ☎０５０－５８１２－１８５３
　

『在宅緩和ケア講演会』

放送予定　平成 24 年９月 24 日（月）　
　　　　　～平成 25 年２月３日（日）
月～金　あさ７：45 ～８：00　
週末（土・日）午前 11：00 ～ 11：59

◆番組ホームページから
　http://www.nhk.or.jp/kokorotabi/

◆ FAX から　　03-3465-1327 へ送信！
◆お便り　〒 150-8001　NHK「こころ旅」係へ送付！
（＊応募内容については、様式があります。ご確認ください）

問 NHK ふれあいセンター
　☎０５７０－０６６－０６６( ナビダイヤル）
　＊ナビダイヤルがご利用できない時は
　☎０５０－３７８６－５０００

【メッセージ募集要項】　
（応募方法）

「緩和ケアって！？」

　

お手紙でつなぐ「こころの風景」
こころの風景が映像でよみがえる！
　あなたのこころにある風景を訪ねる
「こころ旅」では、みなさんが出会っ
た風景とエピソードを大募集してい
ます。
　旅人は和歌山をスタートして四国、中国、
そして九州へ、最後は沖縄を目指します。

NHK　BSプレミアム
「にっぽん縦断　こころ旅」

あなたの町に
おじゃまします！

旅人
火野 正平
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睡眠の典型的なパターン 第９０回眠
れ
て
い
ま
す
か
？ 

快
眠
の
ス
ス
メ

健　
康
　
信
通

　楽しく歩いて健康づくり!

　　月一ウォーキングのご案内
　【日時】　　平成２４年１０月２５日（木）
　　　　　　午前１０：００～１２：００

　【会場】　　大朝保健センター

　　お誘い合わせて  お越しください。

○
睡
眠
の
大
切
さ

　
睡
眠
は
心
身
の
休
養
と
い
う
役
割
だ

け
で
な
く
、
生
き
て
い
く
の
に
欠
か
せ

な
い
心
身
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
が
行

わ
れ
る
大
切
な
時
間
で
す
。
体
内
で
は

成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
て
、
免
疫

機
能
を
高
め
た
り
、
大
脳
で
は
記
憶
の

整
理
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

○
睡
眠
不
足
と
睡
眠
障
害　

　
睡
眠
不
足
や
睡
眠
障
害
な
ど
は
、
疲

労
を
も
た
ら
し
、
情
緒
を
不
安
に
し
、

仕
事
の
能
力
が
低
下
す
る
な
ど
、
生
活

の
質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
睡
眠
障
害
が
あ
る
と
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
に
か
か
り
や
す
く
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
の
人
は
、
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と

が
言
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
無
呼
吸
を
伴
う
睡
眠
（
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
等
）
が
続
く
と
、
不

整
脈
や
高
血
圧
、
心
疾
患
や
脳
血
管
障

害
を
合
併
し
や
す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

昼
間
に
強
い
眠
気
を
生
じ
、
交
通
事
故

な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
快
適
な
睡
眠
を
得
る
た
め
に
！

　
・
夕
方
に
適
度
な
運
動
を
す
る

　
・
朝
食
は
し
っ
か
り
、
夕
食
は
腹
八

　
　
分
に
す
る

　
・
夕
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
や
寝
酒
を
避

　
　
け
る

　
・
朝
日
を
浴
び
て
体
内
時
計
を
整
え
る

　
・
昼
寝
は
30
分
以
内
に
す
る

　
「
睡
眠
障
害
」
に
は
、
不
眠
症
、

過
眠
症
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
疾
患
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は
、
治
療
が

で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
や
専
門

機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
睡
眠
薬
は
医
師
の
指
示
を
守
り
服

用
す
れ
ば
安
全
で
す
。
ま
た
、
服
用

後
は
就
寝
す
る
こ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

と
併
用
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

ま
め
マ
メ
推
進
員
活
動
報
告

　

９
月
10
日
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
サ

ン
ク
ス
に
て
、自
殺
の
要
因
と
な
る
「
う
つ
病
」

「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

う
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

掲示したパネルを熱心に
見てもらいました。

睡眠時間

眠
り
の
深
さ

睡眠は浅い眠りと深い眠りの繰り返しが５～６回繰り返されます。
浅い眠りの間には脳が発達し、深い眠りの間には心身が休まります。

1  2  3  4  5  6  7
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10月19日は【ひろしま食育の日】です。
　
食
育
の
目
標
の
中
に「
郷
土
料
理

の
伝
承
」が
あ
り
ま
す
。
北
広
島
町

は
、暮
ら
し
の
中
心
に
稲
作
が
あ
り
、

郷
土
料
理
を
み
て
も
、
お
正
月
や
お

盆
な
ど
の
年
中
行
事
に
加
え
て
、
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
祭
事
の
郷
土

料
理
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
昔
な
つ
か
し
い
食
」

根菜を大きく切って煮た「煮しめ」はお正月や花見、
まつりなどの祭事には欠かせない料理です。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☆
教
え
て
く
だ
さ
い
! !

　
家
に
よ
っ
て
も
、
地
域
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
が
、「
昔
な
つ
か
し
い
食
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
こ
ん
な
料
理
を
食
べ
て
い
た
、
こ
の
行
事
に

は
こ
ん
な
料
理
を
し
て
い
た
な
ど
、
あ
り
ま
し
た
ら
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
３

のりが高価だったため、お寿司は主に ｢角寿司｣ ｢ばら寿司｣。煮しめと同様に、
お正月や花見、まつりなどの祭事には欠かせない料理です。

田植えの時は、作業の合間に「きな粉むすび」や
「ちしゃもみ」、田植えがすんで泥落としには「塩
万作の刺身」を食べていました。

田植えやお盆にはたくさん「しばもち」をつくっ
ていました。高価だった砂糖は少ししか入れず、
塩のきいたつぶあんが入っていました。

　八重西地区で行われている、稲作復元
事業の上半期パネル展示をしています。
　田植前後の郷土食についての展示も合
わせて行っています。

【平成 24年 11月まで、無料開館中です！】

芸北民俗芸能保存伝承館
〒 731-1595 北広島町有田 1234 番地
電話：050-5812-5088

【伝承館企画展】
むかしの稲作/田植前後の食事と器

サルトリイバラの
葉を使います。

魚は、塩や酢に
漬けて主に浜田から

入ってきました。
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北
広
島
町
の
知
名
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
広
島
駅
前

を
中
心
に
月
に
２
日
間
、
町
の
魅
力
を

広
く
P
Ｒ
す
る
北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
広
島
駅
前
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
８
月
17
・
18
日
広
島
駅
前
で
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
へ

ん
ぽ
こ
茶
屋
の
鯛
焼
き
カ
ー
も
参
加
。

暑
さ
に
負
け
ず
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
P
Ｒ

を
し
ま
し
た
。

●
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
ア
ピ
ー
ル

　
８
月
21
日
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

カ
ー
プ
対
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
試
合
に
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、
北
広
島
を
P
Ｒ
し
ま
し
た
。

●
特
産
品
が
当
た
る
！

　
産
直
市
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　

　

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会（
※
）で

は
、
産
直
市
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
ま
す
。

　

圏
内
の
産
直
市
に
多
く
の
方
が
訪

れ
、
圏
内
産
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
農
山
漁
村
の
活
性
化
と
地
産
地

消
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
都
市
圏
内
の
多
く
の

産
直
市
を
訪
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

実
施
期
間　
10
月
１
日
～
12
月
31
日

参
加
方
法

　
広
島
広
域
都
市
圏
を
８
つ
の
エ
リ
ア

に
分
け
、
各
エ
リ
ア
に
２
～
４
か
所
の

産
直
市
、
全
体
で
約
24
か
所
の
産
直
市

に
ス
タ
ン
プ
を
置
い
て
い
ま
す
。
異
な

周
辺
市
町
と
団
結
！

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

る
エ
リ
ア
の
産
直
市
の
ス
タ
ン
プ
を
３

個
以
上
集
め
て
申
込
み
を
し
た
人
の
う

ち
、
抽
選
で
50
名
様
に
圏
内
の
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
エ
リ
ア
は
、
本
町
を
含
む
芸
北
エ
リ

ア
の
他
、
広
島
市
周
辺
エ
リ
ア
、
広
島

西
エ
リ
ア
、
呉
エ
リ
ア
、
広
島
中
央
エ

リ
ア
、
三
原
エ
リ
ア
、
岩
国
エ
リ
ア
、

柳
井
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。

　
各
エ
リ
ア
の
産
直
市
の
詳
細
は
、
各

産
直
市
に
あ
る
ス
タ
ン
プ
シ
ー
ト
か
、

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
り
～
ぶ
ら
」を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
北
広
島
町
で
の
対
象
産
直
市
は
、
舞

ロ
ー
ド
IC
千
代
田
に
な
り
ま
す
。

問
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
事
務
局

（
広
島
市
分
権
・
行
政
改
革
推
進
課
内
）

電
話　
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
２
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
り
～
ぶ
ら
」　

http://w
w

w
.ri-bura.com

/

（
※
）
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

　
広
島
市
と
通
勤
、
通
学
や
買
物
な

ど
で
つ
な
が
り
の
深
い
、
西
は
山
口

県
の
柳
井
エ
リ
ア
か
ら
東
は
三
原
エ

リ
ア
ま
で
の
11
市
12
町
の
圏
域
全
体

の
発
展
を
目
指
し
、
連
携
し
て
様
々

な
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
！

★サンフレッチェ広島を応援に行こう！小中学生無料招待
★
北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

　
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
が
広
島
ビ
ッ

グ
ア
ー
チ
で
開
催
す
る
試
合
に
フ
レ
ン

ド
リ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
一
環
と
し
て
、

北
広
島
町
内
在
住
の
小
中
学
生
を
無
料

招
待
し
て
く
れ
ま
す
。
会
場
に
お
い
て

は
、
北
広
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
一

環
と
し
て
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま

す
。
会
場
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
10
月
20
日（
土
）19
時

　
　
　
　
　
キ
ッ
ク
オ
フ

対
戦
相
手　
柏
レ
イ
ソ
ル

席
種　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
シ
ー
ト

対
象　
町
内
在
住
の
小
学
生・中
学
生・

　
　
　
高
校
生
と
保
護
者（
町
内
在
住

　
　
　
ま
た
は
通
勤
者
）　　
　

料
金　
小
学
生
・
中
学
生
無
料

　
　
　
高
校
生　
　
４
０
０
円

　
　
　
大　
人　
１
６
０
０
円

受
付
期
間

　
９
月
21
日（
金
）～
10
月
10
日（
水
）

申
込
必
要
事
項

　
住
所
・
名
前
・
学
校
名
・
学
年
・

　
保
護
者
名
・
連
絡
先

申
込
方
法　
役
場
企
画
課
へ
電
話
な
ど

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
企
画
課
観
光
交
流
室

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
６
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■
参
加
料　
１
５
０
０
円
・

　
小
中
学
校
１
０
０
０
円
、
幼
児
無
料

■
申
込
・
問　
安
芸
太
田
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
事
務
局

☎
０
８
２
６
‐
２
５
‐
０
９
３
１

   ●
広
島
市

　

食
欲
の
秋「
地
産
地
消
」を
テ
ー

マ
に
、
広
島
県
内
の
海
の
幸
、
山
の

幸
な
ど
名
産
・
特
産
品
を
一
堂
に
集

め
た
祭
典
で
す
。
殻
付
焼
牡
蠣
の
即

売
、
各
市
町
の
故
郷
の
味
、
各
種
米

飯
、
麺
類
な
ど
１
日
で
は
回
り
き
れ

な
い
、
食
べ
き
れ
な
い
大
き
な
ス

ケ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◎
ひ
ろ
し
ま
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
開
催
日

　
10
月
27
日（
土
）～
28
日（
日
）

■
場
所　
広
島
城
と
そ
の
周
辺
、
広

島
中
央
公
園

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
・
問　

ひ
ろ
し
ま
フ
ー
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
１
１
３
３

電
話　
０
８
２
３
‐
２
３
‐
７
８
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
３
‐
２
３
‐
７
８
５
０

●
み
ん
な
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
を

　
応
援
し
よ
う
！

　
優
勝
を
目
指
し
戦
っ
て
い
る
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
を
応
援
す
る
た
め
、
広
島
広
域

都
市
圏
内
住
民
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
共

同
応
援
を
実
施
し
ま
す
。
広
島
広
域
都
市

圏
で
「
団
結
」
し
、共
に
闘
い
ま
し
ょ
う
！

主
催　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

日
時　
11
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
～

対
戦
相
手　
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
（
ロ
ン
ド
ン      

五
輪
で
活
躍
し
た
扇
原
選
手
や
山
口
選
手

が
所
属
す
る
チ
ー
ム
）

会
場　
広
島
ビ
ッ
ク
ア
ー
チ
（
広
島
広
域 

公
園
陸
上
競
技
場
）
会
場
へ
は
現
地
集
合

に
な
り
ま
す
。

募
集
人
員　
１
５
０
人
（
申
込
多
数
の

場
合
抽
選
）

参
加
費　
大
人
１
５
０
０
円
、
小
中
高

６
０
０
円

応
援
方
法　
バ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
自
由
シ
ー

ト
で
、
広
島
広
域
都
市
圏
と
し
て
ま
と

ま
っ
て
応
援
し
ま
す
。

●
な
つ
か
し
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
で
行

く
！！
　
姫
ひ
じ
き
塩
づ
く
り
体
験
と
大

長
み
か
ん
狩
り
の
た
び
（
呉
市
）　

　
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
は
、
圏
内

市
町
の
魅
力
が
体
験
で
き
る
ツ
ア
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
の
面
影
を
残
す
風
待
ち
潮
待
ち

の
港
町
「
御
手
洗
」
や
と
び
し
ま
な
ら

で
は
の
体
験
で
、
呉
の
魅
力
を
発
見
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
い
ず
れ
も
申
込
時
に
所
定
の
旅
行
条

件
書
で
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

日
時　
11
月
22
日
（
木
）
午
前
９
時
～

　
午
後
４
時
頃

集
合
・
解
散　
呉
合
同
庁
舎

内
容　
大
長
み
か
ん
狩
り
、
御
手
洗
散

　
策
、
姫
ひ
じ
き
塩
づ
く
り
体
験
、
松

　
濤
園
散
策

募
集
人
員　
25
人
（
先
着
順
）（
最
少

　
催
行
人
員
20
人
）

旅
行
代
金　
４
２
０
０
円
（
大
人
・　

子
ど
も
同
額
、
お
土
産
（
姫
ひ
じ
き　

塩
と
大
長
み
か
ん
）、
昼
食
付
）

申
込
方
法　
電
話
又
は
ハ
ガ
キ
で
、
住

　
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
お

　
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
11
月
９
日
（
金
）（
必
着
）

申
込
・
問　
く
れ
観
光
情
報
プ
ラ
ザ

〒
７
３
７
‐
０
０
２
９

　
呉
市
宝
町
２
‐
２
３
‐
２

そ
の
他　
抽
選
で
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島

の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
方
法　
中
学
生
以
下
の
場
合
は
、
大

人
の
同
伴
が
必
要
で
す
。往
復
は
が
き
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、10
月
26
日
（
金
）（
※

消
印
有
効
）
ま
で
に
、
事
務
局
へ
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
り
～
ぶ
ら
」
か
ら
も
申
込
み

で
き
ま
す
。

問
〒
７
３
０
‐
８
５
８
６　
（
住
所
不
要
）

広
島
市
役
所
分
権
・
行
政
改
革
推
進
課
内

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

電
話　
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
２
‐
５
０
４
‐
２
０
２
９

●
安
芸
太
田
町

　
他
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
は

な
い
、
自
然
豊
か
な
西
中
国
山
地

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
第
６
回
安
芸
太
田

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

■
開
催
日　
10
月
７
日
（
日
）

■
場
所　
　
深
入
山
周
辺

近
隣
市
町
の
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト
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①
有
害
鳥
獣
対
策
の
補
助
金
の
申
請
締

切
に
つ
い
て

　
６
月
号
の
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
た

と
お
り
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な

ど
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
ト
タ

ン
や
電
気
柵
、
捕
獲
わ
な
の
購
入
費
な

ど
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

②
山
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
場
合
は
事

前
に
届
出
を
！　
～「
伐
採
及
び
伐
採

後
の
造
林
の
届
出
書
」～

　
自
分
の
山
林
の
立
木
な
ら
、
自
由
に

伐
採
し
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
森
林

所
有
者
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

ん
か
？

　
た
と
え
自
分
の
森
林
で
も
、
立
木
を

伐
採
す
る
と
き
は「
伐
採
及
び
伐
採
後

の
造
林
の
届
出
書
」の
提
出
が
必
要

で
す
。

●
補
助
金
の
申
請
は
10
月
末
日
で
締

め
切
り
ま
す
。
必
ず
資
材
等
の
購
入

前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
立
木
の
伐
採
に
際
し
て
、
森
林
所
有

者
又
は
伐
採
事
業
者
は
届
出
書
を
町
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
を
怠
っ
た
場
合
は
、
森
林
法
に

違
反
し
、
刑
事
告
発
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正

森
林
法
で
は
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
山
林
の
立
木
を
伐
採
さ
れ
る
場
合
は

役
場
産
業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　
産
業
課
林
業
振
興
係　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
８
５
７

【
伐
採
前
に
届
出
を
！
】

◎
農
事
組
合
法
人
「
八
重
西
日
南
」

　
設
立
総
会
　

　
八
重
西
日
南
地
区
農
業
の
発
展
の
た

め
、
９
月
２
日(

日)

農
事
組
合
法
人

「
八
重
西
日
南
」
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
効
率
的
な
稲
作

と
麦
作
の
経
営
を
行
い
、
組
合
員
が
力

を
合
わ
せ
て
地
域
農
業
を
守
る
活
動
を

行
い
ま
す
。
効
率
的
で
持
続
性
の
高
い

農
業
経
営
を
目
指
し
た
活
動
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

《
作
品
募
集
》

●
募
集
要
項

・
テ
ー
マ

自
然
や
史
跡
・
民
俗
芸
能
な
ど
北
広
島

町
の
魅
力
を
表
現
し
た
も
の

・
作
品
及
び
サ
イ
ズ

四
つ
切
り
ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
の

縁
な
し
プ
リ
ン
ト

・
応
募

一
人
５
点
ま
で
と
し
、
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
複
数
応
募
の
場
合
は
一

人
一
賞
と
し
ま
す
。
他
へ
の
重
複
応
募

や
類
似
作
品
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場

合
、
入
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。応
募
は
、平
成
24
年
11
月
30
日(

金
）

ま
で
に
、
北
広
島
町
観
光
協
会
ま
た
は

各
支
部
へ
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　
北
広
島
町
観
光
協
会　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
６
９
０
８

第
６
回
北
広
島
町
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

【
大
賞
】「
秋
色
」
入
野
　
和
夫

第
７
回
　
北
広
島
町

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
産
業
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
清
流
太
田
川
は
、
本
町
民
に
と
っ
て
も

貴
重
な
財
産
で
す
。
今
後
も
、
き
れ
い
な

川
の
保
全
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

竹下町長と川小田行政区のみなさんで記念撮影竹下町長と都志見自制会のみなさんで記念撮影

竹下町長から表彰状を受け取る
都志見自制会代表者の勘坂さん
　

竹下町長から表彰状を受け取る
川小田行政区代表者の小西さん

環
境
美
化
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
し
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
感
謝
状
表
彰

団
体
に
北
広
島
町
か
ら
２
団
体
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
る「
川
小

田
行
政
区
」及
び「
都
志
見
自
制
会
」に

対
し
て
、
一
斉
清
掃
当
日
に
表
彰
状
授
与

式
が
行
わ
れ
、
代
表
者
の
方
に
対
し
て
、

竹
下
町
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
式

の
最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、
こ

の
た
び
の
栄
誉
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

川
小
田
行
政
区
の
小
西
友
義
さ
ん
は
、「
こ

れ
か
ら
も
地
域
を
あ
げ
て
川
を
守
り
、
愛

す
る
気
持
ち
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。」と
語
り
、
都
志
見
自
制
会
の
勘

坂
征
和
さ
ん
も「
ク
リ
ー
ン
太
田
川
が
始

ま
っ
て
以
来
、
河
川
清
掃
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
こ
れ
か
ら
も
河
川
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」と
語
る
な
ど
、

と
も
に
地
域
の
川
へ
の
愛
着
に
満
ち
た
感

　
毎
年
７
月
の
河
川
愛
護
月
間
に
実
施
し

て
い
る「
ク
リ
ー
ン
太
田
川
」河
川
一
斉

清
掃
が
７
月
29
日
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
平
成
４
年
の
太
田
川
改

修
60
周
年
＆
放
水
路
概
成
25
周
年
記
念
を

契
機
と
し
て
、
太
田
川
の
環
境
美
化
に
恒

常
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
た
め
、
国・県・

北
広
島
町
を
始
め
と
す
る
４
市
３
町
の
ほ

か
、
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
な
ど
の
関
係

団
体
で「
ク
リ
ー
ン
太
田
川
実
行
委
員
会
」

が
設
立
さ
れ
、
以
降
毎
年
、
こ
の
時
期
に
、

太
田
川
流
域
の
全
市
町
の
住
民
に
よ
る
河

川
一
斉
清
掃
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
今
年
も
、
例
年
以
上
の
暑
い
夏
と
な
り

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
の「
奥
中
原
行
政
区
」「
吉

木
環
境
保
全
会
」に
続
き
今
年
度
も
、
永

年
に
わ
た
る
一
斉
清
掃
に
よ
り
、
地
域
の

ク
リ
ー
ン
太
田
川
実
施

町
内
２
団
体
に
感
謝
状問 建設課

IP ☎０５０－５８１２－１８６０
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平成 23 年出火原因別件数

平成 23 年地域別救急出動件数

平成 23 年世代別搬送件数

そ
の
時
、
私
た
ち
は

ど
う
行
動
す
る
の
か
？

　
未
曾
有
の
被
害
を
出
し
た
東
日
本
大

震
災
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
な
お
大
地
震
発
生
の

危
険
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
い
つ
私
た
ち

が
地
震
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。
大
地
震
発
生
後
、

私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
行
動
し
、
発
生

ま
で
に
何
を
準
備
す
べ
き
か
…
。

　

震
災
の
教
訓
を
生
か
す
た
め
に
も
、

今
一
度
地
震
災
害
へ
の
備
え
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

住宅用火災
警報器で

助かりました！！
　焼き魚を調理中、忘れて放置していたと
ころ、隣の子供部屋に設置されていた住宅
用火災警報器が吹鳴した。警報音に驚き台
所を見ると、ガスコンロから炎と煙が上
がっていた。119 番通報を行ない、水道
水で消火し事無きを得た。

（平成 24 年６月・鳥取県米子市）

　
大
地
震
が
発
生
す
る
と
、
水
道
・
ガ
ス
・

電
気
・
電
話
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
は

じ
め
、
食
物
の
流
通
は
数
日
以
上
途
絶
え

ま
す
。
２
～
３
日
は
自
分
で
し
の
げ
る
備

え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
治
体
や
消
防
の
能
力
を
遥
か

に
超
え
た
災
害
の
場
合
、

全
域
に
救
援
の
手
が
回

ら
な
い
事
も
あ
る
た

め
、「
自
分
た
ち
で
ど

う
に
か
す
る
」と
い
う

力
が
必
要
で
す
。

東日本大震災
写真撮影 : 北広島町消防本部

地震災害発生タイムフロー
大地震がおきると、経過する時間ごとに「するべきこと」が変わっていきます。
時間を追って実際の状況と対策を見てみましょう。
●地震発生！　(０分～２分） 事前の対策は？
とにかく、自分の身を守ろう!
まず落下物から身をまもりましょう。机の
下に入ったり、家具からはなれる事が大切
です。

■建物の点検・補強をしておく。
■家具を固定。家具の上に物を積まない。

●発生直後　(２分～５分） 事前の対策は？
しっかりと火の始末。出火防止です。
消火のチャンスは３度あります
★揺れを感じたとき
★大揺れがおさまったとき
★出火したとき

■いざというときに自信を持っ
て消火できるよう、日ごろから
防災訓練に参加しましょう。

●発生後（５分～10分） 事前の対策は？
我が家の安全を確保
自分の身の安全が確保でき
たら、家族の身の安全を確保
しよう。

■家族の中の役割分担を決め、避難場所や
連絡方法を決めておく。
■室内ではスリッパを手近に用意。ガラス
片による怪我に備える。

●発生後　(10分～） 事前の対策は？
隣近所の安否を確かめ合い、助け合う。
個人での応急活動には限界があります。隣
近所で協力し合って活動しましょう。

■普段から隣近所との協力関係を作る。
■防災訓練に参加し、経験を積みましょう。
■自主防災組織を結成しましょう。

地
震
発
生
後
、

２
～
３
日
は
自
分
で
し
の
ぐ
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防
災
最
前
線

北広島町消防本部
☎ 0826-72-0119
IP050-5812-1119

■
平
成
24
年
度
　
全
国
統
一
防
火
標
語

「
消
す
ま
で
は　
出
な
い　
行
か
な
い　
離
れ
な
い
」



IP ☎７４４７問 きたひろネットセンター

加入者間無料電話（ＩＰ）の通話時間及び通話件数
　
　●ＩＰ電話利用実績（１ヵ月間の利用状況）

　きたひろネット加入者間でＩＰ電話（050-5812- ～）どうしの通話料は無料です。また、ＩＰ
電話から固定電話（ＮＴＴなど）や携帯電話への通話も可能ですが、通話料が発生します。（表１参照）
　１台の電話機でＩＰ電話回線とＮＴＴ回線を利用している場合、きたひろネットのモデムは常時
ＩＰ電話回線を優先し、ＩＰ電話回線を通しての通話となり、料金はきたひろネットの利用料と一
緒に請求します。

（表１）きたひろネット加入者が電話をかけた場合の電話料

ＩＰ電話 　　通話時間 ( 時間 ) 通話件数 ( 件 ) １日平均通話件数 ( 件 )
無料通話 ３，００３ ４１，４６９ １，３８２
有料通話 ３，５７５ ６２，４６９ ２，０８２
合計 ６，５７８ 　１０３，９３８ ３，４６４

電話先 料金
　きたひろネット加入者間
　ＩＰ電話（050-5812- ××××） 　無料

　一般固定電話
　及び有料ＩＰ電話（050- ～） 　8.4 円 /3 分

　携帯電話 　16.695 円 / １分
　ＰＨＳ電話 　12.6 円 /1 分 +10.5 円 /1 通話

　国際電話
　（ダイヤル方法）
　010+ 相手国番号 + 相手国内電話番号

　
　提携国際電話回線業者の定める料金
　（非課税）

◆きたひろネット　番組紹介
番 組 内 容 放 送 時 間

町政の窓（10 分番組）
　北広島町の政策過程や実現
した成果など役場の動きをお
伝えします。
　町長も出演（月１回予定）し、
皆様に役場の動きなどをお伝
えします。ぜひ視聴ください。

日・土・水曜日
朝）　 7 時 30 分、   ９時 30 分
　　10 時 30 分、11 時 30 分
昼）13 時 30 分、14 時 30 分　
　　16 時 30 分、17 時 30 分
夜）18 時 30 分、21 時 30 分
　　22 時 30 分、23 時 30 分
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芸北高原の風フェスタ
八幡高原聖湖マラソン大会
　９月2日（日）第29回聖湖マラソン大会がや
わたハイランド191リゾートを主会場として行
われました。
　時折さわやかな秋風が吹く青空の下、約
2800名のランナーが、ハーフマラソン・10㎞・
５㎞のコースを走りました。
　アトラクションとして、川戸子ども千石太鼓・
石見太鼓・神楽・ダンスなどが披露されました。

初秋の大自然を走り抜けてゴールしました 迫力ある演奏で聴衆を魅了しました

芸術の秋
街角コンサート
　８月27日（月）ショッピングセンターサンク
ス内で、恒例の街角コンサートが行われました。
昨年までは、広島交響楽団（アンサンブル）も
参加されましたが、今回は、壬生小学校金管バ
ンド、千代田中学校吹奏楽部、新庄中・高校吹
奏楽部が演奏を行いました。
　皆さんの演奏はそれぞれに素晴らしく、素敵
な音楽につつまれた感動のある一時でした。

産
直
で「
が
っ
ち
り
儲
け
る
農
業
」を
目
指
す

　
　
　
　
道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田
出
荷
者
協
議
会
開
催

 

道
の
駅
舞
ロ
ー
ド
IC
千
代
田
へ
出
荷
す
る
農
業
者
で
組
織
す
る
、
出
荷
者
協

議
会
を
９
月
５
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
か
ら
、
出
荷
・
販
売
状
況
や
道
の
駅
第
２
期
整
備
事
業
の
概
要
、
生
産
販

売
の
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
80
名
の
参
加
者
の
中
か
ら
は
、
特
産
品
の
提
案
、
北
広
島
の
玄
関
口
と
し
て

町
外
か
ら
の
誘
客
の
要
望
、
経
営
状
況
の
理
解
な
ど
、
産
直
事
業
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
向
け
た
、
た
く
さ
ん
の
建
設
的
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
は
、
産
直
事
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
JA
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
農
林
産
物
の
出
荷
品
目
・
出
荷
量
の
拡
大
と
品
質
向
上
、
バ
リ
ュ
ー
ブ

ラ
ン
ド（
品
質
と
価
値
が
マ
ッ
チ

し
た
ブ
ラ
ン
ド
）確
立
、農
家
収
入・

直
売
所
売
上
の
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
第

２
期
整
備
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
集
出
荷
シ
ス

テ
ム
の
構
築
な
ど
、
出
荷
販
売
の

強
化
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
活
性
化
の
主
役
は
、
農
業

者
の
皆
さ
ん
で
す
。
さ
ら
な
る
生

産
・
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。　

問
産
業
課
道
の
駅
整
備
室

　
IP
☎
１
８
５
７

生産・出荷の強化をお願いする竹下町長
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お
知
ら
せ
に
つ
い
て
、
く
わ
し
く
は

文
末
に
記
載
さ
れ
て
い
る
問
い
合
わ
せ

先
問
へ
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

IP
電
話
番
号
は
下
４
桁
の
み
を
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
電
話
を
掛
け
る
際
は

０
５
０
‐
５
８
１
２
の
後
に
、
４
桁
の

番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
25
年
度
　
新
規
就
農
研
修
生
の
募
集

　
　
本
町
農
業
を
担
う
専
業
農
家
を
育

成
す
る
た
め
、
新
規
就
農
を
目
指
す

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。
研
修
は
先

進
農
家
や
研
修
施
設
で
２
年
間
の

実
地
研
修
等
を
し
ま
す
。

○
募
集
要
件

・
研
修
修
了
後
、
新
た
に
専
業
農
家
と

し
て
独
立
就
農
等
を
希
望
す
る
方

・
原
則
と
し
て
20
歳
以
上
39
歳
以
下
の
方

・
就
農
に
必
要
な
一
定
の
資
金
を
有
す

る
方　
他

○
募
集
定
員　
２
名（
書
類
及
び
面
接

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。）

○
募
集
期
間　
９
月
１
日
～
11
月
30
日

○
備
考　
本
格
的
に
就
農
を
目
指
す
前

に
、
短
期
体
験
研
修
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
産
業
課
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
産
業
課
新
規
就
農
推
進
室

　
IP
☎
１
８
５
７

■
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・
編

入
・
用
途
変
更
申
出
受
付

　
町
で
は
、
農
業
振
興
を
図
っ
て
い
く

地
域
を
農
振
農
用
地
区
域
と
し
て
設
定

し
て
、
優
良
農
地
の
確
保
・
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。
農
振
農
用
地
区
域
内
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
農
業
以
外
の
目
的

に
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
や
む
を
得
ず
他
の
目
的
に
利
用
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
農
振
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の
除

外
、
編
入
、
用
途
変
更
の
申
し
出
を
10

月
に
受
け
付
け
ま
す
。（
手
続
き
終
了

ま
で
に
は
、
５
～
６
か
月
の
期
間
を
要

し
ま
す
。）

　
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
場

合
は
、
決
め
ら
れ
た
除
外
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
除
外

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
原
則
と
し

て
除
外
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

自
己
所
有
地
で
農
振
農
用
地
区
域
以
外

の
土
地
は
な
い
か
、
十
分
検
討
し
た
う

え
で
申
し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
除
外

要
件
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

産
業
課
ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間　
10
月
１
日
～
10
月
31
日

問
産
業
課
農
業
振
興
係
IP
☎
１
８
５
７

　
芸
北
支
所
産
業
建
設
課
☎
２
１
１
２

　
大
朝
支
所
産
業
建
設
課
☎
８
０
０
１

　
豊
平
支
所
産
業
建
設
課
☎
１
１
２
４

■
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧

　
都
市
計
画
道
路　
春
木
本
郷
線（
県

道
都
志
見
千
代
田
線
）の
都
市
計
画
を

変
更
す
る
た
め
、
都
市
計
画
法
第
21
条

第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
計
画

法
第
17
条
第
１
項
に
基
づ
き
、
都
市
計

画
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
法
第
21
条
第
２
項

に
お
い
て
準
用
す
る
都
市
計
画
法
第
17

条
第
２
項
に
基
づ
き
、
住
民
お
よ
び
利

害
関
係
人
は
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
建
設
課
都
市
管
理

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
縦
覧
・
意
見
書
受
付
期
間

　
10
月
９
日（
火
）か
ら

　
10
月
23
日（
火
）ま
で

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
を
除
く

○
縦
覧
・
意
見
書
受
付
時
間

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

○
縦
覧
・
意
見
書
受
付
場
所

　
広
島
県
庁
土
木
局
都
市
計
画
課
及
び

北
広
島
町
役
場
建
設
課
都
市
管
理
係

問
広
島
県
庁
土
木
局
都
市
計
画
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
４
１
１
７

　
建
設
課
都
市
管
理
係 

IP
☎
１
８
６
０

■
町
有
千
代
田
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
有
千
代
田
住
宅（
旧
雇
用
促
進
住

宅
）の
入
居
者
を
先
着
順
で
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
建
設

課
都
市
管
理
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
建
設
課
都
市
管
理
係 

IP
☎
１
８
６
０
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■
高
齢
者
虐
待
防
止
講
演
会

　
高
齢
者
と
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
周
囲
の
人
の
気
づ
き
と
相
談
が
大

切
で
す
。「
な
ぜ
虐
待
が
起
こ
る
の
で

し
ょ
う
？
」高
齢
者
へ
の
虐
待
を
防
ぐ

た
め
、
ま
た
正
し
い
理
解
を
す
す
め
る

た
め
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
み

な
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◆
講
演
会　

日
時　
10
月
26
日（
金
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

講
師　
社
会
福
祉
士　
菅
井
昌
恵
さ
ん

『
高
齢
者
虐
待
を
み
ん
な
で
防
ぐ
た
め
に
』

場
所　
北
広
島
町
役
場
２
階
会
議
室

問
保
健
課
地
域
介
護
係
IP
☎
１
８
５
３

■
10
月
・
11
月
は「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

乱
用
防
止
運
動
月
間
」で
す
。

　
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、
乱
用

者
自
身
の
心
身
を
む
し
ば
む
ば
か
り
で

な
く
、
各
種
の
犯
罪
・
事
件
・
事
故
を

引
き
起
こ
し
、
社
会
に
も
大
き
な
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。
麻
薬
・
覚
せ
い
剤

の
乱
用
を
防
止
す
る
に
は
、
そ
の
乱
用

に
よ
る
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
認
識
し

て
、一
人
ひ
と
り
が
不
正
な
薬
物
に「
近

づ
か
な
い
」、「
近
づ
け
な
い
」こ
と
が

何
よ
り
大
切
で
す
。
み
ん
な
で
、麻
薬・

覚
せ
い
剤
の
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
！

問
保
健
課
健
康
増
進
係
IP
☎
１
８
５
３

■
元
気
お
届
け
事
業

　
老
人
ク
ラ
ブ
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な

ど
、
高
齢
者
の
集
ま
り
の
場
に
講
師
の

先
生
を
派
遣
す
る『
元
気
お
届
け
事
業
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
よ
り
も
っ
と
元
気
に
生
き
生
き

と
生
活
し
た
い
」と
、
思
っ
て
お
ら
れ

る
グ
ル
ー
プ
が
対
象
で
す
。

　

健
康
運
動
指
導
士
や
歯
科
衛
生
士
、

保
健
師
等
が
お
伺
い
し
、
体
操
を
一
緒

に
し
た
り
、
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
楽

し
く
学
習
し
ま
す
。
随
時
、
派
遣
の
申

し
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

問
保
健
課
地
域
介
護
係
IP
☎
１
８
５
３

■
看
護
職
員
復
職
支
援
研
修
の
受
講
生
募
集

　
看
護
職
の
再
就
業
へ
の
不
安
を
軽
減

す
る
た
め
、
病
院
で
の
実
践
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
広
島

県
が
委
託
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象　
再
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職

　
有
資
格
者

◆
申
込
期
間　
平
成
25
年
１
月
中
旬
ま

　
で（
随
時
）

◆
研
修
場
所　
県
内
の
研
修
協
力
病
院

◆
研
修
コ
ー
ス

　
【
看
護
コ
ー
ス
】【
助
産
コ
ー
ス
】

◆
主
な
研
修
内
容　
看
護
記
録
、
医
療

　
安
全
、
医
療
機
器
の
取
扱
い
、
看
護

　
技
術
等（
※
助
産
コ
ー
ス
は
助
産
技

　
術
を
含
む
）

◆
研
修
費　
無
料

問
広
島
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
２
‐
２
９
３
‐
９
７
８
６

■「
行
政
相
談
週
間
」

　

あ
な
た
の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

国
の
行
政
に
関
し
て
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
、
納
得
で
き
な
い
、

こ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
こ
と

を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
総

務
省
の「
行
政
相
談
」は
、
国
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
意
見･

要
望
を
解
決

す
る
と
と
も
に
、
行
政
運
営
の
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
活
動
で
す
。

　
10
月
15
日（
月
）か
ら
21
日（
日
）ま

で
の
一
週
間
は「
行
政
相
談
週
間
」で

す
。

　
北
広
島
町
で
は
、「
行
政
相
談
週
間
」

中
の
10
月
16
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
千
代
田
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
定
例
の
行
政
相
談
所
も
各
地
域

で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
総
務
課
総
務
係
IP
☎
２
１
１
１

　
芸
北
支
所
自
治
振
興
課
☎
２
１
１
０

　
大
朝
支
所
自
治
振
興
課
☎
２
２
１
１

　
豊
平
支
所
自
治
振
興
課
☎
１
１
２
２

特定の血液製剤により
Ｃ型肝炎ウイルスに感染された方へ
給付金のお知らせです。
● 出産や手術における大量出血等の際に、特定の血液

製剤を投与されたことによって、Ｃ型肝炎ウイルス
に感染された方に、給付金を支給する仕組みがあり
ます。

⇒詳しくは、厚生労働省ＨＰ又は相談窓口
フリーダイヤル　０１２０－５０９－００２
平日）午前９時 30 分～午後６時　まで　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚生労働省
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交通死亡事故ゼロに取り組んでいます。
皆さんのご協力をお願いします。
平成 24 年７月 11 日～ 12 月 31 日
   問 総務課 　IP ☎ 2111

千代田運動公園からのお知らせ
☆トレーニングジム　参加者募集！

　　山下専属トレーナーが健康づくりを
　　指導いたします。　
　①開講日：毎日（火曜日を除く）10：00～20：00(60分） 
　☆硬式テニス教室　生徒募集！
　 ①開講日：毎週木曜日13：00～15：00
   　☆ヨガ教室　生徒募集！
　 ①開講日：毎週木曜日①11：00～②18：30～
  お問い合わせ　千代田運動公園　☎０８２６－７２－８８２２

広告

◆
２
０
１
２
年
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ

■
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ　

　
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
３
億
９
千
万

円
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
発
売

さ
れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境
対

策
、
高
齢
化
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

●
１
等　

３
億
３
千
万
円
・
前
後
賞
各

　
３
千
万
円

●
発
売
期
間　
９
月
24
日（
月
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
12
日（
金
）

●
抽
選
日　
　
10
月
19
日（
金
）

■
北
広
島
町
観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
～
き
た
ひ
ろ
・
ほ
っ
と
姫
～
　
　

　
８
月
15
日
の《
鳴
滝
そ
う
め
ん
流
し
》

イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
大お
さ
ら
ぎ佛
唯ゆ
い
子こ

さ
ん
が

新
し
く
観
光
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
躍

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。左）大佛さん　右）平田さん

■
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
、
地

域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
図
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
に
必
要
な
設

備
な
ど
の
整
備
に
関
す
る
助
成
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
、
こ
の
事
業
を
使
っ
て
芸
北
地

域
振
興
協
議
会
と
豊
平
地
域
自
治
振
興

会
に
備
品
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

○
整
備
さ
れ
た
備
品　
イ
ス
・
テ
ー
ブ

ル
・
パ
ネ
ル

芸北地域振興協議会（イス・テーブル）豊平地域自治振興会（パネル） 豊平地域自治振興会（イス）

働く未来を考える　　〜ご協力ください〜

　９月末までに対象世帯に
調査員が調査票をお届けし
ます。10 月１日以降、調
査員にお渡しください。
 問 企画課 　IP ☎ 1856
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問 北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　 ☎ ０５０－５８１２－１８５６
　 Webサイト http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

企　　業　　名 募 集 職 種
● 正社員の募集

（医）明和会 介護支援専門員・介護職・看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職

（医）社団慶寿会 千代田中央病院 看護師（正・准）
（医）社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）・介護職

（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

デイサービスセンター やすらぎ 介護職
焼肉 河九 調理

広島北ホテル 調理師・レストランホールスタッフ
今井運送（株） 大型ウイング運転手（10～15ｔ）

中国木材（株）北広島工場 原木管理・生産管理スタッフ
（有）八重製材所 住宅の施工管理
(株)千代田工務店 土木技術者・土木作業員
(株)広栄建設産業 建設業

(株)ジャパン・エンジニアリング・ワークス 技能工（機械操作）
（有）エルモ 美容業務全般（美容室）

● パートの募集
特別養護老人ホーム やまゆり 看護師
とよひら小規模多機能ホーム 介護職
特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

デイサービスセンター やすらぎ 介護職
あけぼの訪問介護事業所 訪問介護ヘルパー

（医）せがわ会 通所・訪問介護事業所 ヘルパー職員
（株）ワークスタッフ 広島営業所 作業員，レジ業務、倉庫内ピッキング作業

（株）ワールドインテック 型枠の組立・解体・清掃業務
千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 キャディ・調理師
西川物産（株）千代田工場 内職

（株）ダスキンプロダクト中四国 製造
（株）タカキベーカリー千代田工場 生産（菓子製造）資材（荷受）

新広島ヤクルト販売（株） 千代田センター 乳製品販売（食品販売）
ローソン 千代田インター店 コンビニ店員

（有）種浦商店セブンイレブン広島 千代田インター店 コンビニ店員
ガスト広島 千代田店 飲食業

八剣伝 千代田店 飲食業
広島北ホテル フロント、カウンター、バーテンダー、レストラン

（株）どんぐり村 接客
（株）むさし 接客販売・調理補助

（株）フレスタサンクス店 レジ・総菜・食堂・品出し部門
（有）新見仕出し店 調理補助・販売

（株）広鉄二葉サービス 調理補助及び洗浄
へんぽこ茶屋 調理・接客、もち製造

（株）Aコープ中国 Aコープちよだ店 レジ
（有）かわすみ レジ・陳列

（株）タック 交通誘導警備員
（株）ひろし本店 食堂清掃業務

(株)ミチコーポレーション ウェブサイト制作・商品開発
ヤマト運輸(株)広島千代田センター 内勤事務

９月 11 日現在 届出順
企　　業　　名 募 集 職 種

● パートの募集
（株）スミヨシドコモショップ 千代田店 接客販売

（有）つかさランドリー クリーニング受付・コインランドリー管理
おおあさ鳴滝露天温泉 温泉旅館業

和食　みや島 飲食業
立川医院 看護師

（有）ハタヤ　広島営業所 スクリーン印刷作業
（株）さんびる 清掃業務
阪神畜産（株） 畜舎内外の管理

北広島町豊平病院 介護助手
（有）エルモ 美容業務全般（美容室）

小島紙器工業（株）千代田工場 菓子箱製造全般
徳山産業（株） ゴム製品検査

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

　広島県労働委員会では、公益委員、労働者委
員、使用者委員の三者構成により、公平な立場
で労使紛争（労働組合・労働者個人と事業主と
の紛争）の円満な解決をお手伝いします。
　ご利用は無料、秘密は厳守ですので、お気軽
にご相談ください。　

　広島県労働委員会事務局（県庁東館７階）　
　労働トラブル解決支援相談電話
　☎０８２―５１３―５１６２
　
http://www.

work2.pref.hiroshima.jp/roui/index.html

ご存知ですか？労働委員会
〜雇用のトラブル　まず相談〜

解雇，賃金切下げ，配置転換，団交拒否 など

広島県最低賃金が変わりました。
　　平成 24 年 10 月 1 日から、
　　時間額 719 円 となりました。

  問  広島労働局労働基準部賃金室
　　 ☎０８２―２２１―９２４４
 　　広島北労働基準監督署
　　 ☎０８２―８１２―２１１５

広島県
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　北広島町人権・生活総合相談センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）
　☎０８２６ － ７２ － ５５７１［相談室専用］
　☎０５０ － ５８１２ － ５０２０
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10 時～12 時 ・ 13 時～16 時

古着を売るつもりが･･･ 貴金属
を買い取られた！

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

>>> Human rights 人権標語

勇気こそ　
未来を変える　第一歩

相談
　「リサイクルショップを開設するので、古着
や陶器などどんなものでも買い取る」と女性か
ら電話があり、訪問を了承した。古着などを準
備して待っていると、来訪したのは男性で、「買
い取るのは貴金属、テレカ、切手だけ。貴金属
があれば見せてほしい」と言われた。電話の説
明と違うと戸惑ったが、すでに家の中に通して
いて断りにくかったため、しかたなく指輪２個
を見せた。業者は結局この指輪を６千円で買い
取っただけで帰って行った。冷静に考えると、
最初から貴金属だけが目当てだったのではない
か。だまされたようだ。
（参考：国民生活センター見守り最新情報 第 140 号より）
アドバイス
●「不用品を買い取る」などと電話があり、その
つもりで来訪を承諾したのに、　実際は当初の話
にはなかった貴金属の買い取りを持ちかけられる
という訪問買取の相談が寄せられています。
●事例の他にも、目を離した隙にアクセサリーを
壊され、「壊れているから使えませんね」などと
言われ無理やり買い取られたなどといった強引な
ケースもあります。
●訪問買取については法改正がされようとしてい
ますが、現行法ではクーリング・オフの制度はあ
りません。買い取られた商品は、あとで返品して
もらおうとしても、さまざまな理由をつけられて
取り戻せないことがほとんどです。
買い取ってもらうつもりがないときは、きっぱり
断りましょう。
●困ったときは、すぐに相談しましょう。

10 月 31 日（水）

心の相談窓口
　夜眠れない、気分が
落ち込む、イライラす
る。そんな悩みを相談
してみませんか。悩ん
でいる方だけではなく、その方の家族や
身近な方からの相談でもかまいません。
お気軽にご相談ください。
　問 保健課健康増進係　IP ☎１８５３
　問 福祉課福祉係　　　IP ☎１８５１

［８月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 19,990 人 （28 減）

    転　入 44 人

    転　出 54 人

　 出　生 7 人

　 死　亡 25 人

    世帯数 8,394 世帯 （1 減）

●固定資産税［３期］
●国民健康保険税［３期］
●後期高齢者医療保険料［３期］

10月1日（月）

●町県民税［3 期］
●国民健康保険税［4 期］
●後期高齢者医療保険料［４期］
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高原からの花便り　№92

　
冷
た
い
夜
風
に
乗
っ
て
、
楽
の
音
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
豊
作
を
神
様
に
感
謝
し
、
ま

た
、
互
い
に
喜
び
合
う
夜
に
向
け
、
八
幡
高

原
で
は
二
つ
の
神
楽
団
が
練
習
を
続
け
て
い

ま
す
。
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
と
楽
の
音
は
、
農

期
を
終
え
る
忙
し
い
季
節
に
も
、
気
持
ち
を

豊
か
に
さ
せ
る
も
の
で
す
。イ
ネ
に
遅
れ
ず
、

野
の
草
も
花
を
付
け
、実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　
チ
カ
ラ
シ
バ
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
分

布
す
る
イ
ネ
科
の
多
年
草
で
、
日
本
の
在
来

種
で
す
。東
ア
ジ
ア
に
分
布
し
て
い
ま
す
が
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
北
ア
メ
リ
カ
に
も
帰
化

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
チ
カ
ラ
シ
バ
と
同
じ

よ
う
に
穂
を
つ
け
る
も
の
に
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

の
仲
間
が
あ
り
ま
す
が
、
チ
カ
ラ
シ
バ
は
穂

を
垂
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
頃
は
、

い
ず
れ
の
種
も
、
朝
露
に
濡
れ
た
姿
や
夕
陽

を
受
け
て
輝
く
様
が
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
力ち
か
ら
し
ば芝の
名
は
、
根
を
し
っ
か
り
と
地
面
に

張
っ
て
容
易
に
引
き
抜
け
な
い
こ
と
や
、
茎

が
丈
夫
で
切
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
千
代
田
で
は
、
茎
と
葉
を
使
っ
て

草
履
を
編
む
材
料
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、「
草ぞ
う
り
ぐ
さ

履
草
」の
名
で
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

県
内
で
は「
こ
っ
て
い
こ
か
し
」「
こ
っ
て
ー

ぞ
う
り
」な
ど
の
呼
び
名
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
っ
て
い
・
こ
っ
て
ー
は
牝
牛
の
こ
と
で
、

牛
を
転
か
す
ほ
ど
丈
夫
な
こ
と
、
牛
の
草
履

を
編
む
材
料
に
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ

た
呼
び
名
で
す
。
地
域
に
よ
っ
て
呼
び
名
は

違
い
ま
す
が
、
こ
の
草
の「
強
い
」と
い
う

性
質
は
よ
く
知
ら
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
県
内
に
は
他
に
も「
け
む
し
ぐ
さ
」

「
ひ
げ
む
し
」な
ど
、
遊
び
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
よ
う
な
名
前
も
残
っ
て
い
ま
す
。
ミ
チ

シ
バ
の
別
名
も
あ
る
と
お
り
、
身
近
な
植
物

だ
っ
た
こ
と
が
窺う
か
がえ
ま
す
。

　
植
物
そ
の
も
の
が
無
く
な
る
こ
と
は
残
念

な
こ
と
で
す
が
、
植
物
と
人
と
の
関
わ
り
が

消
え
て
し
ま
う
こ
と
も
寂
し
い
こ
と
で
す
。

最
近
、
草
遊
び
を
し
ま
し
た
か
？
公
園
な
ど

は
別
と
し
て
、
チ
カ
ラ
シ
バ
の
丈
夫
さ
は
、

ぜ
ひ
手
で
触
っ
た
り
ひ
っ
ぱ
た
り
し
て
実
感

し
て
く
だ
さ
い
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

触ってほしい、チカラシバ


